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書

評

沼
本
克
明
著

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究』

O
木
書は 、
日
本
漢
字
音の
研
究に一
貫
し
て
携っ
て
き
た
沼
本
克
明
氏

が 、
そ
の
「
庇
山人
研
究
前」
と
し
て 、
既
発
表の
論
文を
勅に
新たに
書き
下

し
を
加え
て
再
構成
し 、
一
書
と
し
た
もの
で
あ
る 。
序
論 、
木
論
(第一
部

〈円一
首
論〉 、
第二
部
〈淡山口
論〉) 、
付論
と
い
う
構
成
で 、
千二
百ペ
ー
ジ

に
及ぶ、
文
字
通
りの
大
著で
ある 。

著
者の
研
究
成
呆の一
部が 、
乙
の
よ
うな
形で
公
刊さ
れたこ
とは 、
斯

学に
とっ
て一
つ
の
朗
報で
あ
り 、
一
時
期
を
凶
す
もの
と
な
る乙
と
は
鋭い

ない
で
あ
ろ
う 。
同
じ
道
を
志
す
後
学の
者と
し
て
非
常に
嬉しい
乙
と
で
あ

ヲ令 。本
舎につ
い
て
は 、
「
国
語
学」
瑚(H
SN)
に
新
刊
紹
介が
あ
り 、
ま
た
既

に 、
高
松政
雄
氏の
書
評(H
Sω) 、
木
田
章
義・
森
博
達
両
氏の
共
著に
な
る

書評(
呂∞ω)
も
山て
い
る 。
後
者は
原
稿
用
紙
百
校を
越
すとい
う
本
格
的な

古
評で 、
細
部に
わ
たっ
て
の
紹
介と
批
評
が
な
さ
れて
い
る 。

以
下に
は 、
与え
ら
れた
紙
似の
関
係か
ら 、
本
書の
扱っ
て
い
る
大き
な

テ
17

を
中心
に 、
あ
る
程
度
絞っ
た
形
で
取
り
上
げて
言
及
する乙
と
と
し

た
し 。

.þ. 
眉

肇

ー
ま
ず 、
著
者の
基
木
的な
立
場及び
方
法
に
つ
い
て
取
り上
げて
みよ

-つ。著
者に
よ
れば 、
日
本
決
字
音の
研
究
主
題
と
し
て
は
「
体
系の
究
明」
と

「
歴
史の
究
明」
とい
う二つ
の
方向
が
認め
られる(純一日
司-印噌
お) 、
と

い
う 。
字
音
研
究は
「二
Eの
意
味を
持つ」
(河
野
呂田∞・
司・
83
或い
は

「二つ
の
進め
方が
ある」
(三
根
谷
忌
芯-
ま
え
が
き)
と
言わ
れ
る
が 、

M
中
国語
音
韻
史の
史
料(資
料)
と
し
て
取
り上
げる
研
究d
は一
応
措
く
と

し
て
も 、
も
う一
方の 、
日
本
字音に
限
る
な
ら
ば 、
グ日

本語の
音
韻
史の

解
明
を
目
指
す
研
究d
は 、
当
然
〈日
本
漢
字
音研
究〉
の
主
題
と
な
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
(
因
み
に

、

乙
の
研
究
は

、

著
者
の一一
口
う
「
国
語
史
研
究
と
し

て
の
日
本
字
行
(
山人)

研
究
」
(
司

ど)

に
含
め
ら
れ
て
は
い
る
が)

。
「
呉
音
・

漢音の
体
系
研
究」(司・
色)
と
し
て
の
「
体
系の
究
明」
は 、
確かに
重
要な

課
題で
あ
る
に
は
違い
ない
が 、
そ
の
究明だ
けを
目
的
と
する
(或い
は 、

その
究
明だ
け
に
終
わる)
の
で
あ
れ
ば 、
や
は
り
問題で
あ
ろ
う 。
な
お 、

漢
字音
を
休
系
的に
受
け
入
れた
日
本語の
側に 、
その
素
地
(下
地)
を
ど

の
よ
うに
仮
定
する
か 、
或い
は 、
ど
の
よ
うに
位置
付ける
かは 、
音献
体

系・
音節
構造と
の
関
連で
興
味深い
問
題で
ある
(拙
稿H申告
参照) 。一
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方 、
全日
本
漢
字音
史
研
究」(司
ムω)〉
に
おい
て 、
「歴
史の
究
明」
と
し
て

の「
漢
字音の
日
本
化の
過
程・
実態の
究
明」(司
色)
は 、
当
然の
課
題で
あ

る
が 、
「そ
の
同
化の
過
程で
逆に
日
本
語の
音
加に
ど
の
よ
うな
変
化を
鴨川

し
た
か
を
明
ら
かに
する」
(河
野
呂
弓・
目y
gN)
とい
う
視
点
は
是非
と
も

必
要で
あ
ろ
う 。
日
本
字音
史
研
究で
は
「本
来の
国
語
音
と
字音
と
が 、
ど

の
よ
う
に
か
ら
み
合い
なが
ら
体
系
的に
変
化し
て
きた
か
とい
う 、
い
わ
ば

生
態
史
的
研
究とで
も
名づ
くべ
き」
(小
松
呂田H
司
おN)
研
究がな
さ
れ

な

け
れ
ば
な

ら
ない
と
考
え

る
(
た
だ
し、
持
者
は
《
認tH》
と
《
辛
苦》
に

《漢詩の且口》
を
加え
て、
三
者の
か
ら
み
合い
を
考え
て
い
る)。

と乙
ろで 、
著
者は
「
体
系の
究
明」
と
「
歴
史の
究
明」
とい
うこ
つ
の

主
題は
「
同
時的
平
行
的に
解
明せ
ら
れ
得る
もの
で
は
無い」
(緒言
明y印苛

む)
と
述べ
てい
る。
ζ
れ
は
「
研
究の
直
接
対
象
と
し
得る
史
料は 、
全て

其
等が
書
留め
ら
れた
時
代
時
代の
実態
を
反
映
する
もの
で
し
か
有
り
得な

い
の
で
あ
り 、
言
わば
組系
漢
字音
伝
来
後の
経
過
時
間に
比
例
し
た
変
容の

相

と

し

て

存

在

し

て

い

る

事

を

前

提

と

せ

ね

ば

な

ら
」

(

紘一
言

司

印w

ム
ム
)

な

い

ζ
と
か
ら 、
「
研
究の
手順
と
し
て
は
先
ず
各
時
期の
字
音
資
料に
残さ
れた

そ
の
変
容の
相を日
本
漢
字音の
歴
史
的
展
開の
実
態
と
し
て
記
述
把
探」

(絡-一昌司・印、
企)
する
とい
う
「歴
史の
究
明」
が
な
さ
れた
上で 、「そ
の
変

容の
相を
取
去っ
た
背
後に
抽
出さ
れる
所を
以っ
て」(結
吉田v・印‘
主)
「
体

系の
究
明」
が
可
能
と
な
る
と
考え
て
い
る
か
らで
ある 。

し
か
し 、
「
変
容の
相の
悶
明」
は
「
措定
さ
れる
中
国語
音
献
体
系
と
我

が
国
字
音
資
料に
於る
具
体
相との
比
較の
ず
れ
が
重
要な
手
掛
りとな
る」

(緒
言U・
3
或い
は
「
中
国立田
部
休
系
との
比
較の
剰
余が
重
要な
手
掛
りに

な
る」
(
工品)
と
述べ
てい
る
の
で
ある
か
ら 、
そ
の
「
ず
れ」(「剰
余」
||

。
。

芯
者に
は
よ
く理
解で
き
ない
が
||)
を
認
定
する
た
めに
は、
ま
ず、
中

古
音(切
組)
の
体
系と
対照し
て 、
H

規
則
的(版
則
的)
な
現
れ
方d
(河
野

HU
S)
を
明
ら
か
に
す
る 、
「基
本的
対
応の
解
明か
ら
出
発
する」
或い
は

「
規
則的に
対
応
する
松
本
的
泌
宇品目の
体
系
を
認め」
る
(一ニ
松山科
包
芯­

HUH
S-
出品) 、
とい
う
必
要が
ある
わ
けで
ある 。
従っ
て 、
実
際に
は
「
歴

火

の

究

明
」

に

先

立
っ

て

「

体

系

の

究

明
」

が

行

わ

れ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
は
ずで
ある 。
著
者の
論
述の
過
程
を
見る
と 、
事
実
上 、
常に 、
体
系
的

観
点の
導入と
そ
の
立
場か
らの
説
明がな
さ
れてい
る
の
で
あっ
て 、
著
者

の
説
く

方
法及び
手順は
忠
実に
守ら
れてい
ない
わ
けで
ある 。
従っ
て 、

著

者

が

「

仮

名

遣

の

問

題

と

体

系

の

問

題

と

そ

し

て

変

容

の

問

題

と

を

循

環

的

に

考

察

す

る
」
(

℃

合
)

と

述

べ

て

い

る

の

は
、

方

法

論

と

し

て

大

き

な

問

題

が

あ

る

と

考

え

る

(

沼

本

忌

8・

司・

5

高

松
H
U

g-

司

gw

H
由

巴

参

照
)
。

因

み

に 、
「
観
智
院本
類
表名
義
抄「
和
音」
を
通し
て
見た
呉
音の
特
質」
(第
六

手
第一
節)
は
「
体
系の
究
明」
に
属
すは
ずで
あっ
て 、
本常一百
(歴
史
研
究

mM)
の
中で
は
特に
異
質で
ある 。
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2

次

に
、

著

者

の一一
己

う

「

呉

音
・

波

音

(

の

休

系
)
」

に

つ

い

て

取

り

上

げ

る。
著
者は、

日
本
漢
字音
が
畢覚
借用
音で
あ
る
以
上 、
「
倍則
さ
れた
当
初の
想
定

さ
れる
字
音の
姿H
中
国立日が
わが
国に
伝え
られて
日
本
語の
中に
そ

の
取
込
み
を
完
了した
最
初
期の
想定さ
れ
る
姿(の
総
休)」
を
体
系
化

の
対
象
と
すべ
きで
ある
と
する
汚え
方を
取る 。
(司・ムω)

と
述べ
てい
る
が 、
また 、
そ
の
「
体
系
化の
対
象」
は
「
漸
次
変
容し
て
行

く
ll日

本
的
変
化を
遂
げる
l||」

以
前の
「
想
定さ
れる
当
初の
姿」(司・

主)
で
も
ある
とい
う 。
「
借用さ
れ
た
当
初の」
そ
し
て
「日
本的
変
化を

遂
げ

る」
以
前
の

「
想
定さ
れる
字
音
の

姿」
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
「
中
国
音」



『平次鎌倉時代IC於 る 日本漢字音lζ就て の 研究』

そ
の
もの
(「祖
系
音」)
とな
る
は
ずで
あ
る 。
し
か
し 、
その
よ
うに
理
解

し
た
の
で
は
勿
論
著
者の
主
旨
に
合
わ
な
い 。
従っ
て 、
ζ
乙
で
言
う「
変

容・
日
本
的
変
化」
は
「
取
込み
を
完
了し
た」
後の
段
階に
限
定し
て
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
乙
と
に
な
る 。
即
ち 、
「
変
容の
内
容に
は
日
本
語の

音
韻
変
化に
沿っ
た
方
向で
の
動き
も
あ
るい
は
呉
漢二
層の
混
浴とい
うよ

う
な
動
き
も
広
く

含め
て
考え
ら
れる」(司・
怠)
とい
う乙
と
で
あ
る 。

し
か
し 、
評
者は 、
中
国
字音を
取
り入
れる
に
際し 、
音
韻
体
系
及び
音

節
構造の
相違
に
よ
る
H日

本
的
変
容d
は
当
然のと
と
な
が
ら
存
在し
た
と

考
え
る 。
「
体
系
化の
対
象」
と
な
る
字音が
「
借
用
さ
れた
当
初の」
し
か

も
「
取
込み
を
完
了
し
た
最
初
期の」
「
変
容・
日
本
的
変
化」
を
蒙っ
てい

ない
||

或い
は 、
そ
れ
が
「
排
除」
Q
S-
色
な
ど)
さ
れ
た
ーー

もの

で
あ
り 、
そ
の
体
系
が
「純
粋(な)・
哀の・
木
来の」
(司・
呂、
E-
gmM

H
呂、
E吋-
AH∞印
など)
もの
で
ある
と
する
と 、
ど
の
よ
うな
レベ
ル
の
字

音・
字音
体
系が
惣
定さ
れるζ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
著
者の
「
体
系

論」
に
倹
ちたい 。

な
お 、
著
者は
「正
音」
と
「
和
音」 、
「
漢
音」
と
「
呉
音」 、「
胞念日)」
と

「対
馬(tH)」
の
「一ニ
対の
呼
称は
必
ずし
も
厳
密
な
使い
分
けをし
て
い
な

い
の
がそ
の
実態で
あ
る」
と
し 、
「
古
来の
三
対
の
呼
称
は
同一
概
念の
学

統や
社
会の
慣
習
差の
佼い
分
けに
過
ぎ
ない
と
する
の
が
筆
者の
基
本
的
解

釈で
あ
る」(
3・
ミ
や臼)
と
述べ
てい
る。
乙
の
よ
うな
解
釈は 、
常
に
「
想

定
さ
れ
る
当
初の
姿」
と
し
て
の
「
純
粋な・
其の・
本
来の」
「
漢
音・
呉

音」
を
考え
る
立
場か
らは 、
当
然の
帰
結で
あ
る
とき守え
よ
う 。
そ
し
て 、

乙
の
立
場か
ら
見る
時 、
例
え
ば 、
〈「和
音」
と
明
示し
てと
の
様な
字
書に

掲
げて
あ
る
以上 、
或
程
度の「和
音」
に
向けて
の
整
理
化が
全
く

無かっ
た

と
言
うつ
も
りは
無い
が 、
非
和
音
的な
もの
が
完
全に
削
除さ
れた
と
は
決

笥;) 〔書

し
て
言え
ない
の
で
あ
る 。
(
3・MNω
ム)〉〈「
和
音
読
之」
は
全て一
字残
ら

ず
「
和
音」
で
読
む
と
い
う
調で
は
な
く 、
和立日
を
主
流と
し
て
読むとい
う

意
味な
の
で
あ
る 。
Q-MN印)〉〈その「
呉
音」
が
大
般
若
経の
読
諦
音か
ら
脱

却し
得てい
ない
もの
で
あ
る
な・
コ由)〉〈
呉
音
本
来の
形へ
向けて
の
抽
象

化又は
体
系
化の
意
識が
働い
てい
る
な-MMN)〉〈
加
点
者の
認
定が
果し
て

呉
音 、
漠立自の
真の
姿を
把え
た
もの
かど
う
か
(℃H
ミ)〉
など
の
見
解が

随
所に
見
ら
れる
の
も
首
肯
するこ
と
がで
きよ
う 。

た
だ
し 、
評
者は
「正
音・
和
音」
と
「
漢
音・
呉
音」
(使宜 、
と
の
こ

対だ
け
を
取
り上
げる)
とで
は 、
その
対
象と
する
(と
な
る)
字音の
レ

ベ
ル 、
或い
は 、
その
分
類の
基
準(観
点)
が
異なっ
てい
た
と
考え
る 。
い

ま
仮に 、
大
ま
かで
は
あ
る
が 、「
漢
音・
呉
音」
は
グ

体
系と
し
ての
規
範
性

を
持っ
たレベ
ル
の
字音ヘ
「正
音」
は
グ

原
音に
回
帰で
きる
よ
うな
(或

い
は 、
原
音に
な
るべ
く
近づ
けた)
レ
ベ
ル
の
字音H
(小
松
忌∞F
EM­

NGωlA
参
照) 、
「
和
音」
は
グ日

本
語の
音
韻
体
系・
音
節
構造に
融
和
する

乙
と
に
よっ
て 、
い
わ
ば
原
音へ
の
回
帰
を
諦
め
て
し
まっ
た
レベ
ル
の
字

音H(馬
肉
呂∞ω『
林
忌
巴・
勺
ω
呂
参
照)
とい
う
程
度で 、
一
応
押え
て

お
くな
らば 、
「
漢
音・
呉
音」
と
もに 、
そ
の
時
代・
社会
階
層
等に
よっ

て 、
「正
音」
レベ
ル
の
もの 、
「
和
音」
レベ
ル
の
もの
が
あっ
た
と
し
て
も 、

一
向に
差し
支え
ない
で
あ
ろ
う 。
従っ
て 、
例え
ば 、
「
和
音」
と
明
示さ

れた
音
注の
中に
「
非
呉
音
系
字音」
(司
50)
||「

渓
音
形や
漢
訳
党
語
音

(陥
経
尼
古
も
含む
ご
(匂-
gω)
な
ど
ーーが

含ま
れてい
た
と
し
て
も 、
ま

た 、
藤
原
公
任の
大
般
若
経
字抄に
おい
て 、
「
漢
音」
と「正
音」
と
で「
術

語の
混
同」
(司・
ミど
が
ある
よ
うに
見え
た
と
し
て
も 、
そ
れは
当
然
で
あ

る
と
考え
ら
れる 。
ま
た 、
著
者の
退
ける
「
呉
音を「
混
成
体」
と
する
考

え
方」(司・
8)
につ
い
て
は 、
乙
の
「
呉
音」
をw
和
音H
のと
と
と
理
解
す
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る
な
ら
ば 、
妥
当
な
見
解
と
考
える
(河
野
呂
詰
司・品∞∞
苅
松
包∞∞
応

湖
巴
呂田
参
照) 。
な
お 、
「
漢
音・
呉
音」
をど
の
よ
うに
定
義
する
か
とい

う
定
義そ
の
もの
の
問
題は 、
日
本
字
音
と
して
「
漢
音・
呉
音」
がど
の
よ

うに
体
系
的に
組み
立て
ら
れ
て
行っ
た
の
か
と
いっ
た
問
題
を
究
明す
れ

ば 、
自然
と
解
決
さ
れる
で
あ
ろ
う
と
考
え
る 。

著
者は
「
呉立自に
於る
和
化
事
象」
と
して 、
「入
声
部
尾の
促
音
化 、

声
調
変
化 、
連
総
の
三
項を
取
り
挙げ」
(司
ω出品)
て
い
る 。
「
和
化
事
象」

或い
は
「
変
容・
日
木
的
変
化」
とい
うこ
と
で 、
何
を 、
ど
の
よ
うに
取
り

上
げる
かは
市
要な
問題で
ある
が 、
い
ま 、
そ
れに
触
れる
余
裕は
ない 。

以
下 、
「
入
声
加
出の
促
音化」
と
「
声
淵
変
化」
の二
項に
絞っ
て
言
及し

て
みた
い 。

ま
ず
「入
声
稲
尾の
促
音
化」
で
は 、
「
呉立日直
読の
場 、
就
中
法華
経
学

に
於い
て
考
案
さ
れた
と
考え」
(司u
g)
ら
れる
「フ
入
声」
が
取
り上
げ

ら
れてい
る 。

〈フ
入
声の
特
立は 、
(法
務純)
呉
音読
請の
際
生
じた
庭
内入
声の
促

音
化
を 、
唇
内入
声日
フ・
舌
内入
声H
ツ
チ・
喉
内入
声H
ク
キ
とい

う
体
系
的
把
握
を
崩さ
ずに 、
処理
する
為に
発
明さ
れた
もの
で
あっ

て 、
ハ
行
転
呼
音
と
は
無
関係で
あ
る〉(司
包印)

とい
うの
が 、
著
者の
論
旨で
ある 。
法華
経
読
諦
資
料を
中心
と
した
分
析

に 、
諸点目
義の
記
述
内
容の
検
A
を
加えて
山
さ
れた
著
者の
結
論
は 、
容
易

に
刷れ可て
う
もない 。
木
旧・
森
山
氏のnH
評(】由∞ω)
で
全
く
問
題と
さ
れて

い
ない
の
も 、
著
者の
論
旨
を
7Xけ
入れた
た
めで
あ
ろ
う
か 。

乙
乙
で
は 、
規
範
的なレベ
ル
の
《
字
音》
と
現
実の
具体
的なレベ
ル
の

《
漢
語の
音》
と
を
区
別して
扱う
立
場
か
ら 、
著
者と
は
異なっ
た
解
釈
を

3 

提
示して
みた
い
(林Hu
g-
ss 、
中
国に
お
ける
〈字
背〉〈語
苛〉
につ

い
て
は 、
河
野
呂
虫、
呂田∞
三
根
谷
s
g-
忌
芯
大
島
包巴
参照) 。
な

お 、
著
者の
言
う
「
規
範
形」
と
「読
調立固形」
(℃
コN)
は 、
と
こ
で
用い

る《
字
音》
と《
漢
語の
音》
に
ほ
ぼ
相当
する
と
見て
よ
い
よ
うで
ある 。

著
者は 、
法華
経読
諦
資
料
を
分
析・
検
討し 、

〈
唇
内入
声
字が
熟語の
下
位に
立っ
て
読ま
れる
相場
合
に
は
常に
フ
入

声が
加え
ら
れる〉
〈
唇
内入
声
字が
熟
語の
上
位に
立っ
て
読
ま
れ
る
-hu
 

場
合に
はフ
入
声と
入
声と
の
両
方が
加え
ら
れる 。
その
際 、
フ
入
声

が
加え
ら
れるの
は
下
接
字が
有
声
子音の
場
合で
あ
り 、
入
声が
加え

ら
れる
の
は
下
接
字が
無
声
子音の
場
合
で
あ
る 。〉
(司・ωコ
便宜a

b
c
を
付
す)

と
結
論する 。
た
だ
し 、
著
者の
挙例
を
具体
的に
検
討
する
と 、
数
値など

の
細
かな
点は
除
くと
して 、
布の
結
論は
次の
よ
うに
修正
を
加える
必
要

が
ある 。
即
ち 、
a
で
は
グ

単独
及び
熟
語の
下
位ぺ
b
で
は
H

有
声
子
音
及

び
LV
Fの
場
合ヘ
な
お 、
b
に
関
連
して 、
著
者
は
フ
入
声の
下
接
字に
無

声
子
音が
きた
場合
を
「
例
外」(司・
33
と
する 。
著
者が 、
乙
れ
を
「
例

外」
と
して
扱わざ
る
を
得
な
かっ
た
の
は 、
資
料
中の
「
句点」(U-
Sω)

に
よっ
て
整
理・
分
析を
進
めた
た
めで
ある
と
考え
ら
れる 。
し
か
し 、
著

者の
整
理
した
結
来
(持
者の
修正
も
合め
る)
に
従うな
らば 、
a
bc
は

相
補的な
関
係と
なっ
てい
る
わ
けで
ある
か
ら 、
右の
場
合はa
k
該当
す

る
と
認
める乙
と
がで
きる
の
で 、

グ
例
外d
と
する
必
要は
ない
と
考え
る 。

さ
て 、
以
上の
よ
うに
考える
な
らば 、
唇
内入
声
字に
入
声点が
加え
ら

れてい
る
もの
は 、
「
熟
語」(つ
ま
り 、
具
体
的
なレベ
ル
で
の《漢詩の
音》)

と
して 、
著
者の
述べ
て
い
るよ
うに 、
い
わ
ゆる
「促
音
化」
を
起
してい

た
と
推
定し
て
もよい
で
あ
ろ
う 。
乙
乙
で

グい
わ
ゆるd
を
付した
の
は 、
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乙
の
場
合
の
，
促
音H
が
後
世
の
よ
う
な一
モ
l
ラ
を
形
成
す
る
も
ので
は
な

かっ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
(
小
松
忌
己・
同ym
S
参
照)。
ま
た、

居
内
入
声
字の
下
接
字
が
無
声
子
音
で
あっ
て
も
l|
言
い
換
え
れ
ば、
立目
的問

論
的
条
件
が
全
く
同
じ
で
あっ
て
も

llk
い
わ
ゆ
る
「
促
音
化」
は
規
則
的

に
起っ
た
わ
け
で
は
な
い
乙
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る(「
例
外」
を
参
照)。

つ
ま
り、
い
わ
ゆ
る
「
促
音
化」
は、
当
然
の
こ
と
な
が
ら、
《
字
音》
の
レ

ベ
ル
で
は
な
く、
《
漢
語
の
音》
の
レ
ベ
ル
(
即
ち、
形
態血日
凱
論
の
レ
ベ
ル)

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る。
従っ
て、
《
漢
語
の立
与
と
し
て

の
具
体
的
な
音
声レ
ベ
ル
で
は、
後
続
の
無
声
子
音
に
同
化
さ
れ
る
形で、
ぃ

。
。
。

わ
ゆ
る
グ
促
音
化d
が
起っ
て
い
た
と
し
て
も、
そ
れ
ら
は、
《
字
音》
の
レ

ベ
ル
(入
声
と
し

て
の
煽
促
的
な
特
徴
を
備え
た
規
範
的
なレベ
ル)
と
し
て

は、
庭
内
入
声
\1司\(\
阿古\)
の
異
音(と
z
z
g
g)
と
解
釈
す
る
ζ
と
が

で
き
よ
う。
一
方、
フ
入
声
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
音
韻
論
的
環
境
で
は、
居

内
入
声
字
は、
《
漢
語
の
音》
と
し
て、
主
翌日》
に
起っ
た
〈ハ
行
転
呼
音〉

の一
般
化に
従っ
て
[lc](
〈[1
2])
で
実
現
さ
れ
る
と
と
が
多
かっ
た(
或

い
は、
多
く
なっ
て
行っ
た)
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る(
因
み
に、
「
蒙
求
所

。
。

用」
のグ
油田
音H
に
お
い
て
も「か
な
り
早
い
時
期に
「
lウ」

と
混
同
さ
れ
る

と
と
が
あ
っ
た
」 、
「
院
政
期
に
は
既
に
実
際
の
発
音
で
は
吋
化
し
た
も

の
が

増
加
し

て
い
た
」
(
司

3N)

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
乙
と
は
注
目
に
値

す
る)。
従っ
て、
「
入
声」
と
し
て
の
短
促
的
な
特
徴
を
備
え
た
規
範
的
な
《
字

音
》
の
実
現
さ
れ
る
方
を
無
様(ロロヨ
Rr
E)
と
し、
そ
れ
と
来
離
し
た
形
で

実
現
さ
れ
る
方
(
有
標
g
R
Z仏)
を
「
フ
入
声」
と
し
て
「
特
立」
し
た
も

の
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う。
著
者
が
グ
唇
内
入
声
字
の
促
音
化
を

処
理
す
る
為H(
有
摂)
に、
H
フ
入
声
が
特
立
さ
れ
たH(
有
標)
と
解
釈
す
る

の
は、
有
標・
無
標
の
観
点
か
ら
も
矛
盾
が
あ
る
と
考
え
る・

2干〕〔苫

因
み
に、
九
条
家
本
法
華
経
音
の
「
本
入
声ナルヲ
平
声
呼7」
につ
い
て、

小
松
英
雄
氏
は「〈
も
と、
入
声
韻
尾
の
ひ
とつ
で
あ
る
と
乙
ろ
の
「日
フ」
の

音
で
あっ
た
も
の
が、
入
声
以
外の
「H
ウ」
の
韻
尾
に
か
わっ
て
し
ま
い、

平
声
と
区
別
がつ
か
な
く
なっ
た
も
の〉
と
い
う
意
味
に
解
釈
すべ
き
で
あ
ろ

う」
(
小
松
忌
ご・
旬開》・由叶NIω)
と
述べ
て
い
る
が、
評
者
の
立
場か
ら
は
次

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
と
と
に
な
る。
〈
本
来
は(
規
範
的
な
《
字
汗》
の
レ
ベ

ル
で
は)
入
声
韻
尾
の一
つ
で
あ
る
「
H
フ」(\ー
ミ
l\1
1\)
で
あ
る
が、《
漢

語
の
音》
と
し
て
文
字
通
り
「H
フ」
([1
2])
或
い
は
「H
フ」
と
あっ
て

も
[l
乙
で
実
現
さ
れ、
平
声
と
区
別
がつ
か
な
く
なっ
た
もの〉

な
お、
フ
入
声
と
し
て
実
現
さ
れ
る
《
漢
語
の
音》
が
ど
の
よ
う
に
唇
内
入

声
字
の
《
字
音》
と
なっ
て
い
っ
た
の
か、
或い
は、
入
声
と
し
て
実
現
さ
れ

る
《
漢
語
の
音》
が
フ
入
声
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
《
字
音》
と
し
て
定
着

し
て
い
っ
た
の
か
は、
《
語
音》
と
の
か
ら
み
合
い
で
興
味
深い
問
題で
あ
る

(
小
松
5
8・H由
戸
参
照)。

次
に、
「
呉
音
に
於
る
和
化
事
象」
と
し
て
の
「
声
調
変
化」
||
毘
宮
羅

声
ーー
につ
い
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う。

ま
ず、
「
声
調
変
化」
と
い
う
術
語
で
あ
る
が、
著
者
は、
乙
れ
を
グ
適
時

的
変
化u
と
グ
共
時
的
交
替d
の
両
方の
意
味で
用い
て
い
る。
文
脈
上
明
ら

か
な
場
合
も
あ
る
が、
ど
ち
ら
の
意
味
で
用い
て
い
る
の
か
判
断
し
か
ね
る
乙

と
も
多い。
両
者
を
「
声
調
変
化」
と
「
声
調
交
借」
と
で
区
別
し
て
扱
え
ば

誤
解
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

著
者
は
「
院
政
期
以
後の
具
体
的
な
字
音
読
資
料」
(司・
8N)
の
分
析
か
ら

「
毘
富
雄
声
と
は、
去
声
字
が
勾
中
句
尾
に
あっ
て
読
ま
れ
る
際、
直
前の
上

声
ま
た
は
去
声
の
影
響
で、
上
声
に
変
え
て
読
ま
れ
る
時
に
加
え
ら
れ
る
声

4 
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点」(司
ムHM)
と
推
定
し、
「立田
義
資
料」
及び
司
毘
富羅
声
を
使
用
し
な
い
資

料」
の
検
討を
経て 、

「
去
声
字の
上
声
化」
と
い
う
現
実の
事
象が
あっ
て 、
そ
れ
を
処
理
す

る
た
め
に
毘
富羅
声が
特
立
さ
れた
と
考
え
ざ
る
を
得ない
以
上 、
そ
の

本
質的な
機
能は
1lt

使
用
者の
意
識は
別に
し
て
|| 、

「
本
来
去
声

字で
ある
が
連
音
上
上
声に
唱え
るべ
き
字」
の
指
示に
あっ
た
と
考
え

るべ
きで
あ
ろ
う 。
(UANω)

と
結
論
する 。
と
の
よ
う
な
「
毘
富羅
声」
の
解
釈は 、
著
者の
「
呉
音三
声

体
系」
説に
直
接つ
な
が
る
もの
で
あ
り 、
「毘
富経
声」
の
解
明が
「
呉
音」

の
声
調・
声
調
休
系
を
考
え
る
上で
重
要な
鍵
と
な
る乙
と
は
疑い
の
ない
所

で
ある 。

さ
て 、
著
者の
結
論に
従え
ば 、
「毘
富緩
声」
の
「
本
質的な
機
能」
(評

者に
は
よ
く
理
解で
き
ない
が)
は 、
グ「

本
来
去
声{子で
ある
が
連立日
上
上
声

に
唱え
るべ
き
字」
の
指
示に
あっ
たH
と
い
う乙
と
で
あ
る
か
ら 、
「上
声

K
唱え
るべ
会こ
積
極
的な
意
図
を
示す
た
め
に 、
そ
れ
が
「
特
立」
さ
れ
た

とい
うζ
と
に
な
る 。
し
かし 、
「
昆
富緩
声の
存在を
示
す
最
も
古い
文
献」

は
「
鎌
倉
初
期
写と
思
わ
れる
九
条
本
法華
経
音」
で 、
そ
の
声
点
図
に
は

「上
去両
声任
意」
(
毛
色品l印)
と
あるこ
と 、
ま
た 、
「
承
暦三
年
抄の
金

光
明
最
勝王
経由日
義の
「
和
音
上
声
去
声
随
使
相通」(被
製二
丁
裏)
とい
う

記
述
も」
「
毘
富羅
声の
現
象を
言っ
た
もの
と
解
釈で
き
る」
な
おD)
とい

う乙
と
等か
ら 、
「そ
の
名
称に
拘
泥
する
な
ら
ば」
(U-
おω) 、
著
者の
主
張

する
よ
うな
U

積
極
的
な
意
図d
を
想定
する
の
は 、
や
は
り
無理
が
ある
と

考
える 。

「
毘
富羅
声」
は 、
著
者の
説
く
よ
う
に
「
速
読上
に
お
ける
声
調
変
化」

(司・
ちN)
||

即
ち 、
グ

形
態
音
韻
論
上の
声
調
交
替H
||

の
現
象を
捉えて

「
特
立」
さ
れ
た
と
考え
られる
ル
h、
「フ
入
声」
と
時
プリ
仰心
的
で
解
釈

さ
れるべ
きで
は
ある
まい
か 。
著
者の
「
毘
富羅
声を
加えてい
る
資
料で

は
必
ずフ
入
声を
も
加え
て
お
り 、
フ
入
声を
加えてい
る
資
料で
は
必
ず
毘

富羅
声を
使
用し
て
ある
の
で
あっ
て 、
一
方の
みを
加えて
ある
資
料は
見

出さ
れない
様で
ある」
(司・
83
と
の
指
摘
も 、
両
者の
関連
性を
示
唆
す

る
もの
と
し
て
大い
に
注目
さ
れる 。
評
者は 、
《{子
音》
と《
漢語の
音》
と

の
観
点か
ら 、
次の
よ
うに
解
釈
する 。
今
規
範
的な
《
字音》
の
レベ
ル
で

は
去
声で
ある(無
標)
が 、
熟語の
下
位
成
分に
な
る
(た
だ
し 、
上
位成
分

が
去
声(上
声)
の
場
合)
と
い
う
《
漢語の
音》
のレベ
ル
で
は
声
調
交替を

起し
て
上
声と
な
る(有桜)d
とい
う
事
象を
捉え
て 、
有
標の
方
をい
わ
ゆ

る
「毘
富羅
声」
と
し
て
「
特
立」
し
た 。〉
従っ
て 、
と
の
よ
う
に
解
釈
す

れ
ば 、
前
述の
「
上
去両
声任
意」
につ
い
て 、

H
本
来は
(《字
音》
と
して

は)
去
声で
ある
が 、
連
読上
(熟語の
下
位成
分に
な
る
とい
う
《漢語の

音》
と
して
は)
上
声に
唱えて
もよ
いd
との
指
示で 、
その
判
断は
読
弱

者に
任
す
||「

任
意」
||と

考
える乙
と
がで
き 、
著
者の
よ
うに
「
使
用

者の
意
識
は
別に
し
て」
と
する乙
と
もな
くな
る
で
あ
ろ
う 。

因みに 、
著
者の
研
究に
よっ
て 、「毘
富羅
声」
を
使
用し
た
資
料と 、
そ

れ
を
使
用し
ない
で「直
ちに
上
声点を
加える」
資料との二つ
の
「
系
列」

の
あっ
たこ
と
が
明ら
かに
さ
れてい
る(
3・
色叶ls 。
こ
の
こ
と
は 、
付

規
範
的
な
《{子
音》
レベ
ル
で
の
声
調
を
重
視し 、
し
か
も
現
実の
《
漢語の

音》
レベ
ル
(実
際の
説
諭
音)
で
の
声
調
を
も考
慮
する
立
場 、
同
《
漢
語

の
音》
レベ
ル
で
の
具体
的な
声調
を
重
視
する
立
場
(勿論 、
《字品目》
レ

ベ
ル
での
声調
認
識は
当
然あっ
た
と
考え
る) 、
の二
系
列が
あっ
た
と
解
釈

さ
れると
と
に
な
り 、
非
常に
興味深い 。
「毘
富羅
声」
と
同
様に
「フ
入

声」
の
特
立
も付の
立
場か
らな
さ
れた
もの
で
ある 。
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な
お 、
声
認
交
替の
成
因
並び
に
室笠目》
と
の
交
渉
は 、
「
呉
音」
の
声

調・
声
調
体
系
と
密
接に
関
連
するの
で 、
乙
乙
で
は
評
言
を
差
し

控え
て
お

き
たい 。

『平安鎌倉時代lζ於る日本漢字音IC就ての研究』

5
「
声
調
体
系」
「
祖系
音」
につ
い
て
は
述べ
たい
乙
と
も
多い
の
で
ある

が 、
別の
機
会に
譲ると
と
と
し 、
乙
乙
で
は二 、
三
重
要と聞い
わ
れる
点に

つ
い
て
言
及
するζ
と
に
し
たい 。

「
呉
音・
和
音」
の
声
認・
声
調
体
系につ
い
て 、
著
者は 、

平
安
後
期
t

院
政
期の
典
型
的な
呉
音の
声
調
体
系が
上
声
調
文
字
群の

存
在し
ない
三
声
体
系で
あっ
た
な・
8吋)

と
述べ 、
い
わゆる
「
呉
音三
声
体
系」
説を
主
張
する 。
こ
こ
で
「
上
声
調

文
字
群」
が
存
在
し
ない
と
する
の
は 、
「
単
字
声
調と
し
て」(司・
83
或い

は
「
原
則
と
し
て」
(司
包品)
とい
う乙
とで
ある 。
即
ち 、
著
者は
「
連血目

上の
声
調
変
化の
結
果
と
して
上
声が
出
現
する」(℃
80) 、
「
曲
調
音
節の

消
滅に
よ
る
上
声の
出
現」
(司
80)
とい
う二つ
の
観
点か
ら 、
字
書・
音

義
蓄の
「
上
声例」
を
検
討
し 、
右の
結
論
を
導
く
わ
けで
ある 。
「
連
音
上

の
声
調
変
化」
とい
うの
は 、
一
方で
「曲
調
音
節の
消
滅」
とい
う
観
点が

取
ら
れて
い
る
点
か
ら
み
る
と 、
グ

通
時
的
な
変
化H
のと
と
と
も
考え
ら
れ

る 。
し
か
し 、
「
遠
音
上」
或い
は
「
本
来
単{子声
調と
し
て
は
去
声
で
あ

っ
た」
(勺
包D)
と
述べ
てい
る
所か
ら
みる
と
グ

共
時的な
声
調
交
替H
の

意
味で
用い
て
い
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。
従っ
て 、
乙

の
「
声
調
変
化」
が
共
時
的な
声
調
交
替の乙
とで
ある
と
すれ
ば 、
著
者の

方
法は 、
《
漢
語の
音》
に
お
け
る
共
時
的な
声
調
交
替
現
象
に
基
づ
い
て 、

そ
の
声
調
交
替を
生
じ
させ
た
グ

条
件d
並び
に
グ

適
時
的
変
化d
を
想
定
す

ると
と
に
よっ
て 、
声
調
交
替が
発
生
する
以
前の
「
呉
音」
の
声
調
体
系
を

評〕〔告

推定
する
とい・つ ?
い
わ
ゆる
内
的
再
構(SZH
E-
-gn
S2
2口ZOロ)
に
基

づ
く
もの
と
考え
ると
と
もで
きそ
うで
ある 。
た
だ
し 、
声
調
交
替を
明
ら

か
に
する
た
めの
直
接の
資
料とは
な
らない
は
ずの
ぷ子書・
音
義
書H
が

考
察の
対
象と
さ
れ
て
い
る
点 、
「
平
安後
期
l

院
政
期の
典型
的な
呉
音の

声
調
体
系」
と
述べ
てい
る
点 、
など
を
考え
る
と 、
内
的
再
構の
方
法と
認

めると
と
に
も
疑
問
が
残る 。
結
局 、
著
者は 、
共時
的な
観
点
か
ら 、
「連

音
上の
声
調
変
化」
と
し
て
の
上
声例
を「
単
字
声
調と
して
は
去
声で
あっ

た」
と
し 、
共
時的な
(
声調
交替の)
観
点か
ら
説
明で
き
な
い一
音
節
字

上
声例
を 、
適
時
的な
観
点か
ら
ご
音
節
去
声
字の
上
声
化」
(七日DH)
と

捉え 、
「上
声
語
文
字
群が
存
在し
ない
三
声
体
系」
と
解
釈
し
て
い
るこ
と

に
な
る 。
因みに 、
評
者は 、
著
者と
は
観点
を
異に
する
が 、
「
呉
音」
の

ア
クセ
ン
ト

体
系
と
し
て
は
A(平・
入\F
0・
「
0
0・「
C
O
O--:\) 、
B

(上・
去\
0・
0
0・
0
O
O---\)
と
い
う
J一
型ア
クセ
ン
ト

体
系d
で
あ

っ
た
と
解
釈し
た
上で 、
声
調
体
系と
し
て
は
A(平) 、
B(上・
去) 、
c

(入)
の
Jニ
声
体
系H
で
あっ
た
と
する
考え
方
を
取る
(詳
細は
別の
機
会

K
譲る 。
拙
稿
忌
包
容
照) 。

な
お 、
内
的
再
構の
方
法
に
よっ
て
推
定
さ
れ
る
「
呉
音」
の
声
調
休
系

(即
ち 、
声調
交
替の
発
生
する
以
前の
声
調
体系)
は 、
著
者
の
主
張
する

「三
声
体
系」
と
或い
は一
致
すると
と
に
な
る
か
と
も
想
像さ
れる
が 、
「
字

血日
直
読」
文
献を
資
料
と
し
た
声
調・
声調
交替
(「毘
官羅
声」
を
合む)

の
全
面
的な
記述
研
究を
行なっ
た
上で
な
け
れ
ば 、
確
実な乙
と
は
言え
な

い
の
で 、
態
度を
保
留し
て
お
き
たい 。
ま
た 、
内
的
再
構の
方
法に
よっ
て

推
定さ
れた
声
調
体
系・
調
値は 、
「
祖系
音」
に
直
接
結びつ
く
「
呉
音本

来の」
もの
と
は
限
らない
の
で
あっ
て 、
乙
の
点は
留意して
お
く
必
要が

あ
ろ
う 。

83 



とこ
ろで 、
著
者は
「
呉
音三
声
体系」
説の
立
場か
ら 、
名
義
抄
和
音の

「
O上 、
0
0上」
は
去
声
調
を
示
す
と
解
釈せ
ざ
る
を
得ない」
(℃AUN)

と
述べ
てい
る 。

し
か
し 、

乙
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
た
め
に
は 、
「
O
上、

0
0
上一」
が
全て
「
単
字声
調」
を
示
す
とい
う
論
証が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

らない
と
考え
る 。
な
ぜ
な
ら 、
名
義
抄
和
音に
おい
て
も
「
遠
音上の
声
調

変
化」
に
よ
る
「
上
声」
の
存
在が
指
摘さ
れてい
る
か
らで
ある 。
従っ
て 、

もし 、
そ
の
よ
うな
論
征が
不
可
能
で
ある
と
すれ
ば
な
怠N) 、「
O
上 、
0

0上」
は 、
「
単
字
声調」
||

規
範
的な
レベ
ル
で
の
《
字
音》
ーー

と
して

の
「
平上 、
平
平上」
とい
う
去
声
調
を
示
す
と
と
も
に 、
「
連立田
上の
声
調

変
化」
(声
明州
交持)
形
||

具
体
的なレベ
ル
で
の
《
漢
語の
音》
ーーと
し

て
の
「
上
上 、
上
上
上」
とい
う
上
声
調
を
も
示す 、
とい
う
可
能
性も
否
定

する乙
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
仮
に 、
こ
の
よ
う
な
可
能
性が
認

め
られる
と
する
と 、
「
O上 、
O
O
上」
は
グ

規
範
的な
《
字
音》
レベ
ル

で
の
声
調
を
重
視し 、
し
か
も
現
実の
《
漢
語の
音》
レベ
ル
(実
際の
読
訓

汗)
で
の
声
調
を
も
考
慮
する
立
場H(前
途)
か
らの
「
加
点
法」(司・
怠ω)

に
よ
る
も
の
(
た
だ
し
、

一

行
節
字
の
加
点
法
に
つ
い
て
は

、

別
途
説
明
を
加

え
る
必
要
が
あ
る)
と
解
釈
する
乙
と
が
で
き
る
の
で 、
「
毘
官
経
声」
及
び

「フ
入
声」
との
関
連で 、
問題は
更に
大き
く

発
展
する乙
と
に
な
る 。
い

ず
れに
し
て
も 、
名
義
抄
和
音の
(加
点
の)
実
態
を全
面
的に
再
検
局する

必
要が
ある
と
考え
る 。

な
お 、
著
者が
「
呉
音の
声
調
体系
が
平
去
入
の
三
声
体
系で
あっ
た」

(℃
包印)
とい
う
時 、「
呉
音」
のグ
調
値H
を
示
す
平
声・
去
声・
入
声
を 、

そ
の
ま
ま
v

調
蛸MM
の
名
称と
し
て
用い
てい
ると
とに
注
意
し
た
い 。
H

調

掛川H

と
は
「
具
体
的
音
訓
を
向
性
仙怖に
よ
っ
て
分
類し
た
球
」
(℃
定
申)

で
あ

る
と
同
時に
「
声
調
を
中
古
音の
四
声との
対
応
関
係に
基い
ていι
gz
守
し

た
場
合」
(
平
山

S
Z・
司-
H
U
ω)

を
言
う
(
因
み
に

、

こ
の

グ
調
類
H

は
日
本

語
の
ア
ク
セ
ン
ト

研
究
で
用
い
ら
れ
る
「
類
」
或
い
は
「
語
群」
(
金
凶
一

足
立)

に
相
当
す
る
も

の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う)
。

従
っ

て 、

著
者
の
用
法
に
従

う
か
ぎ
り 、
「
呉
音」
の
平
去入の
三
芦(調
類)
と
「
漢
音」
の
平
去人の
三

声(捌
類)
||言い

換え
れ
ば 、
切
韻(広
部)
の
平
去
入の
三
声
ーーと

は 、

各々
そ
の
所属
字が
原則と
し
て一
致し
てい
な
け
ればな
らない
は
ずで
あ

る 。
し
か
し 、

事
実は
入
声を
除い
て
そ
の
よ
うに
は
なっ
てい
ない 。
乙
れ

は 、
「
漢
音」
の
四
声(平上
去入)
が

H
謝
類d
を一爪すと
と
もに
日
本独
自

0
0
0

0
0
0
0
0
0
 

の
用
法と
して
H

調
値d
を
も
示
す
乙
と
か
ら 、
「
呉
音」
の

H
調
値4
を一不

すた
めに
用い
られた
四
声
(平上
去入)
を

H
調
類d
を
示
す
名
称と
して

流
用
して
し
まっ
た
か
らで
ある 。
従っ
て 、
ζ
の
よ
う
な
ベ
呉
音」
の
平

。
。

去入の
三
声
(三
澗
類
γ
を 、
そ
の
ま
ま
更に 、
「
呉
音」
の
原
音
(著
者の

一一2ソつ
「机
系
音」)
に
ま
で
持
ち
込ん
で
議論
す
る
の
は 、
当
然の乙
と
な
が

ら
混
乱
を
朝刊
く

結
梨
と
な
り 、

賛
成
で
き
な
い
(
宮
沢

広
言・
日u・
2
参
照)

。
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6

「
中
国
中
古
音
との
関
係
論」

設び
に

「
漢
音」
の
声
調
体
系
につ
い
て

は
述べ
たい
乙
と
も
多い
の
で
ある
が 、
木
間・
森両
氏の
書
評(H
Sω)
で
重

要な
点は
概ね
言
及さ
れてい
るの
で 、
そ
れに
談る 。
ま
た 、「
字
音
仮
名
遣」

につ
い
て
も 、
著
者の
方
法論との
関
連
で
取
り
上
げ
た
かっ
たの
で
ある

が 、

紙
料の
都
合で
割
愛せ
ざ
る
を
得
ない
(
林

包
認
参
照)

。

最
後に 、
評
者の
感
想と
希望
を
簡
単に
記し
て
おと
う 。

本
書に
は
誤
植・
誤記と
み
られる
もの
が
少な
か
ら
ず
ある
が 、
乙
れ
は

千二
百ペ
ージ

に
及ぶ
大
著で
あるこ
と
を
考え
れ
ば 、
大い
に
同
情で
きよ

う 。
な
お 、
夜
者の
術
誌(川
語)
につ
い
て
は 、
誤
植・
誤
記かど
うか
論述

との
関
連で
微
妙な
もの
も
ある
が 、
そ
れ
はそ
れ
と
し
て 、
評
者の
理
解
す



る

所

と

異

な

る

た

め

で

あ

ろ

う
、

全

般

的

に

理

解

し

に

く
い

も

の

が

多

か
っ

た
。

ま

た
、

本

書
に

は
、

著

者
の

立

論
の

基

艇

と

な
っ

た

資

料

以

外
に

も
、

数

多

く
の

貴

重

な

文

献

資

料
が

紹

介

さ

れ

て

い

る
。

本

書

を

十

分
に

理

解

す

る

た

め

に

も
、

更
に

は

日

木

字

音

研

究
の

発

展

の

た

め

に

も
、

で

き

る

だ

け

多

く

の

文

献

に

つ

い

て

「

音

注

資

料
」

並

び

に

「

分

部

表
」
(

字

背

対

照

友)

||
「

分

部

表
」

だ

け

で

は

資

料

的

価

値
は

半

減

す

る

と

考

え

る

ーーが

あ
れ

ば

と

思

う
。

著

者
に

そ

の

公

表

を

期

刊付

し

た

い
。

『平安鎌倉時代lζ於る日本漢字肖lζ就ての研究』

以

上
、

木

告
の

扱
っ

て

い

る

大

き

な

テ

1
7

の
、

そ

の
一

部
(
U川

県

的
に

は
、

序

論
・

円一(
訓
H

論
の
一

郎)

に
つ

い

て
、

評

者
の

率

直
な

忌

怖
の

な

い

見

解

を

述

べ

た

が
、

著

者
に

と
っ

て

は
、

全

く
の

見

当

違
い

や

誤

解

と

思

わ

れ

る

点

も

多

い

と

と

で

あ

ろ

う
。

著

者

を

始

め

識

者
の

批

正

を

得

る
乙

と

が

で

き

れ

ば

幸
い

で

あ

る
。

本

書
か

ら

数

多

く
の

貴

重

な

教

え

を

受

け

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

紙

一仰
の

都

合

も

あ
っ

て
、

そ

れ

ら

に

は

殆

ど

触

れ

る
と

と

な

く
、

妄

評
K

終

始
し

て

し

ま
っ

た
乙

と

は
、

著

者

並

び

に

読

者

に

お

詫
び

し

た

い
。

本
金
目
に

続

く

著

者
の

「

呉

音

体

系

論
」

「

決
宜
自

体

系

論
」

の

発

表

が

符
た

れ

る
。(

昭

和

五

十

七

今
三

月
二

十
日

発

行

一

一

九

七

頁

三

0

0

0

0

円)

武

政

野

書

院

刊

A
5

判

四
+ 

、，J市川
〔
引
用
文
献〕

大

μ

正

二

(
H

S
H
)

小
倉
整
会
80)
『
白川
代
字
立刊
の
研
究』
汲
古
書
院

「

法

華

終

単

字

反

切

放
(

I
)
」
(
「

弘

前

大

学

教

育

学

部

紀

要
」

必
)

〔さ

(H
SH)

「
A口
倣
首
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
学
」

凶)

木
川
意
義
・

森

博
述
(H
由
∞
ω)

本
引
の
井
川
(「
均
利
論
叢
」

日
)

金

山
一

春

彦

(
H

S
S

『

囚

諮

ア

ク

セ

ン

ト

の

史

的

研

究

以

到

と

」刀

法
』

塙

吉

川

「
諮
評
・

故
布
荻
秀
世
博
士
『
上
代
五
郎
致
』
」
(「
国
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